
寅さん歩 その 26       

東京の主要道路の起点～終点 

本郷通り－１ 

                   平野 武宏 

道路名の標識・経路案内標識や標識の数字・その形に興味を持った寅次郎、 

東京の主要道路を起点から終点まで道路標識を頼りに歩いて、各交差点で交差

する道路を学びたいと思いました。2021 年 10 月から「不忍通り」、「白山通り」、

「春日通り」、「明治通り」、「昭和通り」、「平成通り（番外編）」、「靖国通り（元 

大正通り）」、「内堀通り」、「目白通り」、「目黒通り」と歩きました。江戸五色不

動の「目黄不動尊」が明治通りの大関横丁交差点先の「永久寺」に、「目白不動

尊」が目白通りの高田一丁目交差点近くの「金乗院」に、「目黒不動尊」が目黒

通りの大鳥神社交差点近くの「龍泉寺」にありました。 

今回は「目赤不動尊」のある「本郷通り」を歩きます。写真上右は本郷通り

の起点時の道路名標識（都道 403 号線）です。道路法上の道路名は途中で変更

になります。本郷通りは千代田区神田錦町一丁目神田橋から文京区、豊島区を

経て北区滝野川一丁目の飛鳥山交差点に至る延長 8ｋｍの道です。寅次郎、本郷

通りは部分的には歩いて「寅さん歩に」にたびたび登場しますが、起点から終

点まで通して歩くのは初めてです。掲載の写真は人や車の密を避けた時間帯に

撮影です。詳細を知りたい方は各道路のホームページをご覧ください。最寄駅

は交通機関を利用した場合の代表駅です。 

 

バーチャルウォークの途中経過も報告します。 

 

［神田橋］ 千代田区神田錦町一丁目  

最寄駅 東京メトロ千代田線 大手町駅 

 

大手町駅は 5 本の地下鉄の駅がありますが、神田橋は千代田線が一番近いよう

です。東京都のシルバーパスを持っている寅次郎は都営三田線の大手町駅から

歩きました。日比谷通りの経団連会館先が新型コロナの「自衛隊東京大規模集

団接種会場」（写真下左）でその先が本郷通り起点の神田橋（写真下右）です。

日曜日の早朝出発です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

正面が神田橋（写真下左）で左側が上を通る高速道路の神田橋出入口です。江

戸時代は神田橋門があり、将軍が上野寛永寺に参詣に行くための御成道となる

ため、門の警備は厳重でした。対岸の鎌倉河岸は江戸城築城の資材を荷揚げす

る河岸場だったので、この門は重要でした。神田橋を渡った先の左側に写真下

右の像がありました。「豊展観守像」と記載。[神田が「豊」かに、発「展」す

るように、見（「観」）「守」る] 像として千代田区が設置しました。像は黄金虫

と人間の擬人化した姿とのこと。♪黄金虫は金持ちだ～♪の童謡を思い出した

寅次郎でした。 

 

 

 

 

 

 

 

［小川町交差点］ 千代田区神田小川町一丁目       

最寄駅 都営地下鉄 小川町駅   

 

小川町交差点（写真下右）で靖国通り（都道 302 号線）と交差します。左へ行

くと神保町、九段下方面、右へ行くと岩本町、浅草橋方面です。本郷通りは直

進してお茶の水方面に進みます。本郷は古くは湯島の一部（湯島郷の本郷）で

したが、略して本郷とだけ唱えたので、後世、本郷と湯島とは別の地名になり



湯島のうちで中心の地という意味で本郷の地名が生まれたとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駿河台を越すと左手に「三井住友海上火災保険（株）本社」（写真下左）、その

先の左に「ニコライ堂」（写真下右）があります。ニコライ堂は通称で正式名称

は日本正教会の東京復活大聖堂です。ロシア正教会の聖堂ではありません。 

復活とはキリストの復活とのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［聖橋］ 千代田区神田駿河台四丁目  

最寄駅 ＪＲ 御茶ノ水駅聖橋口 

 

ニコライ堂と湯島聖堂の二つの聖堂を結ぶ橋を「聖橋」と名付けました。写真

下左は下の外堀通り（都道 405 号線）相生坂から見た聖橋です。 

写真下右は聖橋交差点で左はＪＲ御茶ノ水駅聖橋口ですが、「バリアフリー整備

及び聖橋口広場の整備の工事中で2023年度使用開始予定」の掲示がありました。 



 
                

聖橋の下を流れる神田川が千代田区と文京区の境です。聖橋を渡ると、右側が

「湯島聖堂」[江戸時代の学問（儒学）の府]（写真下左右）です。5代将軍徳川

綱吉が上野にあった孔子廟をこの地に移し、「昌平坂学問所」と名付け、幕府直

轄として、直参に限らず広く多くの人材を育成しました。昌平とは孔子の生ま

れた地の名で、湯島聖堂の前の坂は昌平坂です。 

湯島聖堂に立ち寄るならば手前の聖橋交差点から右側を歩いたほうが良いです。

左側は東京医科歯科大学（明治時代の師範学校の跡地）で、この辺りは近代教

育発祥の地です。寅さん歩 20 東京発祥之地めぐり（学問・文化編１）、湯島聖

堂は寅さん歩 121 江戸・東京の祭 47（江戸らしい祭 21 孔子祭）及び寅さん

歩 318 東京の博物館めぐり 10 文京区―2をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［湯島聖堂交差点］文京区湯島一丁目  

最寄駅 東京メトロ丸の内線 御茶ノ水駅 

 

突き当りが湯島聖堂交差点（写真下左）で本郷通りは左折、右から来た国道 

17 号線に合流、国道 17 号線になります。国道 17 号線は中央区日本橋を起点に

新潟県新潟市が終点です。右へ行くと、すぐ左が「神田神社（神田明神）」です。 



日本三大祭・江戸三大祭と称される神田祭は寅さん歩 71 江戸・東京の祭―2、

寅さん歩 92 江戸・東京の祭―21 神田祭―2をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本郷通りの沿道には多くの大学があります。写真下左は「東京医科歯科大学」

正門、写真下右は東京医科歯科大学の隣にある「順天堂大学」の施設の一部で

す。両大学とも病院を併設しています。東京医科歯科大学の学食は寅さん歩 213 

東京の学食めぐりー19 をご覧ください。順天堂大学の学食は入れませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［サッカーミュージアム入口交差点］  

文京区湯島一丁目  最寄駅 東京メトロ丸の内線 御茶ノ水駅 

  

交差点（写真下左）を右に行くと「日本サッカーミュージアム」（写真下右）で

す。2002 年（平成 14 年）ワールドカップ（日本・韓国共同開催）を記念して 

2003 年に開館したサッカー専門のミュージアムです。 

寅さん歩 330 東京の博物館めぐりー17 文京区ー４をご覧ください。 

 



                     
 

交差点を右に行くのがサッカー通りで、交差点では右下から来る蔵前橋通り（都

道 315 号線）と交差します。交差点を左へ行けば順天堂前交差点で外堀通り（都

道 405 号線）に合流します。 

 

［本郷三丁目交差点］  文京区本郷三丁目 

最寄駅 都営地下鉄大江戸線 本郷三丁目駅 

 

本郷三丁目交差点（写真下右）で春日通りと交差します。左へ行くと春日駅、

池袋方面、右へ行くと湯島天神、御徒町方面です。左から来た春日通りはここ

までは都道 254 号線で、右へ行く春日通りは都道 453 号線になります（写真下

左）。本郷通り（国道 17 号線）は直進です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本郷三丁目交差点手前左の「かねやす」（写真下左）の建物の左端に「本郷も か

ねやすまでは 江戸の内」の川柳が掲げられてあります。 

説明文には「兼康祐悦という口中医師（歯医者）が乳香散という歯磨粉を売り

出し、大変評判になった。享保 15 年に大火があり、防災上から町奉行（大岡越

前守）は三丁目から江戸城にかけての家は塗屋・土蔵造りを奨励し、屋根は茅

葺を禁じ、瓦で葺くことを許した。江戸の町並みは本郷まで瓦葺きが続き、 

それから中山道は板や茅葺の家が続いた。その境目の大きな土蔵がある「かね



やす」が目立っていて、古川柳にも歌われた由縁である。芝神明前の兼康との

間に元祖争いが起き、時の奉行は、本郷は仮名で芝は漢字で、と粋な判決を行

った。それ以来、本郷は仮名で「かねやす」と書くようになった」と記載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本郷三丁目交差点から東大方面は坂に 

なっていて、江戸を追放された者がここで放たれ親類縁者が涙で見送った 

「見送り坂」、追放された人が振り返りながら去った「見返り坂」といわれたそ

うです。 

［東大赤門前］文京区本郷七丁目  

最寄駅 都営地下鉄 大江戸線 本郷三丁目駅 
 

右側に木々の緑と赤レンガ（写真下左）が見えてくると「東京大学本郷キャン

パス」です。写真下右は有名な「赤門」（1827 年加賀藩主が将軍家斉の娘を正室

に迎える際に建立した御守殿門で国指定重要文化財）です。 

 

 

 

 

 

今回はここまでとして見所が多い東大構内を散策します。構内は新型コロナ感

染拡大の緊急事態宣言時や大学共通一次試験の時は入れませんでした。 

寅さん歩 196 東京の学食めぐりー5 をご覧ください。 

目赤不動尊は本郷通りー2で登場します。 



［バーチャルウォーク途中経過］ 

 

八柳修之さん作成の多くのバーチャルウォークコースがＦＷＡホームページ 

「ＹＲ・四季の道」に掲載されています。バーチャル 東北復興支援絆ウォー

クを歩き終えた寅次郎、次はバーチャルウォーク 松尾芭蕉とあるく「奥の細

道」に挑戦しました。全行程約 600 里（2400ｋｍ）の長旅なので最後までたど

り着けるか心配ですが、目標があれば元気に生きられると強がっています。 

2022 年 4 月 26 日、江戸深川（現在の江東区深川）の芭蕉庵を出発、2022 年 5

月 15 日日光（現在の栃木県日光市）（江戸深川から 144ｋｍに到着しました。 

八柳さんのコースシートには都度、芭蕉の俳句が掲載されています。 

 

「あらたふと 青葉若葉の 日の光」 

（注釈：あら尊いということよ、青葉若葉の濃淡とりどりに織りなす初夏の

緑にさんさんと映発する日の光、それはこの霊域の神霊の荘厳その

ものだ） 

 

二十余丁町ほどの山路を分け登って行くと滝に出て、岩窟に身をかがめて入り 

こみ、裏側から滝を見て一句詠んでいます。 

  

「しばらくは 滝にこもるや 夏（げ）の初め」 

 （注釈：おりから僧徒の夏行も始まろうとするところだ。こうして滝の裏側

に身をひそめ入り、しばしの滝ごもりを気取って、いちだんと精進

の気持ちをかためる次第だ） 

 

毎日の運動不足対策や事情で例会に参加できない場合はマイお散歩コースを見

つけ、その歩いた距離を累計して楽しむバーチャルウォークを始めませんか。 

ＦＷＡのＨＰ「ＹＲ・四季の道」の「バーチャルウォークコーナー」は各コー

スが紹介され、各コースシートが印刷できます。 

また「ひとり歩きコーナー」には地図付きの各コースがありますので選んで印

刷して利用ください。歩く際は密閉・密集・密接の密にならないよう、又それ

以外の感染対策を怠らないようにお願いします！ 

 

平野 寅次郎 拝 

   


